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――平成29年度各会計歳入歳出決算を認平成29年度各会計歳入歳出決算を認定定――

平成30年度一般会計補正予平成30年度一般会計補正予算算
（第3号）など32議案を可（第3号）など32議案を可決決

12月定例会
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議
員
は
、
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
贈
る

こ
と
や
、
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の
自

筆
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
を
出
す
こ
と
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　平成30年12月定例会は、11月
27日から12月19日までの、23
日間の会期で開催されました。
　この定例会では、平成29年度
の各会計歳入歳出決算（詳細は２
面に掲載）を認定するなど、29件
の市長提出議案を可決・認定・同
意しました。議員提出議案は、住
民票の除票及び戸籍の附票の除票
の保存期間の延長を求める意見書
など３件を可決しました。請願は
１件を採択し、新たに受理した２
件は継続審査としました。
　また、11月28日から３日間に
わたり、25人の議員から69件の
一般質問がありました。
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な
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と
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平
成　

年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
議
案
は
、
９
月
定
例

２９

会
最
終
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
こ
れ
ら
の
議

案
を
審
査
す
る
た
め
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は　

月
９
日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
、
特

１０

１１

別
会
計
は　

月　

日
に
審
査
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
い

１０

１２

ず
れ
の
会
計
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

月
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
は
、
石
毛
航
太
郎
一
般

１２
会
計
決
算
特
別
委
員
長
と
津
本
裕
子
特
別
会
計
決
算
特
別

委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
一
般

会
計
は
賛
成
多
数
で
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
全
会
一
致
で
そ
れ
ぞ
れ
認
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
本
会
議
で
の
一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会
派

の
討
論
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

平成２９年度決算総括表
単位：円

差　引　額歳出決算額歳入決算額

１,５４６,６９８,５４７６２,５９６,９７７,００９６４,１４３,６７５,５５６一　般　会　計

３６２,１４８,５２２１９,４８２,００１,２７６１９,８４４,１４９,７９８国民健康保険事業

特
別
会
計

３３,３６９,８９３４,０４１,１６３,３１４４,０７４,５３３,２０７後期高齢者医療

１３８,２３４,１８９１２,５３６,９２１,０６４１２,６７５,１５５,２５３介 護 保 険 事 業

１８３,６１４,９３８４,１３３,４６２,０６７４,３１７,０７７,００５下 水 道 事 業

２,２６４,０６６,０８９１０２,７９０,５２４,７３０１０５,０５４,５９０,８１９合　　　計

日程、開会時刻等は変更や追加になる場合もありますので、事前に議会事務局までお問い合わせください。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
構
造
的

な
市
税
収
入
減
を
見
据
え
た
適

切
な
予
算
執
行
で
あ
っ
た
と
判

断
し
賛
成
す
る
。
な
お
、
臼
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
積
極
的

な
企
業
誘
致
で
さ
ら
な
る
財
源

確
保
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待

す
る
。
渦
育
休
等
を
取
得
し
や

す
い
全
庁
的
な
環
境
づ
く
り
を

大
き
く
期
待
す
る
。
嘘
産
業
基

本
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を

通
し
ど
の
よ
う
な
小
平
市
に
し

て
い
く
か
き
ち
ん
と
示
し
て
ほ
し

い
。
唄
テ
ー
マ
ご
と
に
職
員
が
地

域
へ
説
明
に
出
向
く
姿
勢
は
評
価

す
る
。
市
長
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

て
ほ
し
い
。
欝
認
可
保
育
園
の
新

設
等
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
大

い
に
評
価
す
る
。
蔚
安
全
で
良
好

な
教
育
環
境
の
整
備
等
、
喫
緊
の

課
題
に
対
応
で
き
て
い
る
。
以
上

を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ

る
。
①
ふ
る
さ
と
納
税
流
出
額

が
約
１
憶
９
千
６
百
万
円
と
い

う
現
状
に
対
し
積
極
的
姿
勢
が

見
ら
れ
な
い
な
ど
財
源
確
保
へ

の
取
り
組
み
が
不
十
分
で
あ
る
。

渦
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性

化
へ
の
支
援
が
不
十
分
で
あ
る
。

自
治
会
組
織
率
向
上
を
全
力
で

実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
嘘
投

資
的
経
費
が
低
迷
し
て
い
る
。

よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

必
要
な
事
業
は
先
行
し
て
行
う
と

い
う
選
択
肢
も
重
要
で
あ
る
。
唄

 
オ 
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

※ク
関
連
基
金
の
使
途
は
効
果
的
か

つ
多
く
の
市
民
が
享
受
で
き
、
議

会
へ
の
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た

す
こ
と
を
前
提
に
再
構
築
す
べ
き

で
あ
る
。
欝
武
道
館
廃
止
は
地
域

開
放
型
体
育
館
建
設
と
は
一
度
切

り
離
し
、
市
民
理
解
を
得
た
上
で

真
摯
な
姿
勢
で
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。
以
上
、反
対
討
論
と
す
る
。

　

財
政
の
健
全
運
営
を
図
り
な
が
ら
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
等
、
市
民
生
活

に
必
要
な
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
賛
成
す
る
。
な
お
、
臼
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
徹
底
し
た
情
報
公

開
と
市
民
同
士
の
話
し
合
い
の
場
が
必

要
で
あ
る
。
渦
協
働
の
推
進
は
市
民
と

の
情
報
共
有
と
対
等
な
立
場
で
事
業
を

進
め
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
嘘
次
期

長
期
総
合
計
画
へ
の
子
ど
も
の
権
利
の

保
障
の
明
記
を
強
く
要
望
す
る
。
唄
若

者
施
策
で
は
テ
ィ
ー
ン
ズ
相
談
の
開
始

や
官
民
連
携
の
動
き
を
評
価
す
る
。
欝

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
施
策
で
は
介
護

す
る
家
族
の
支
援
の
視
点
を
持
つ
こ
と

を
要
望
す
る
。
蔚
ご
み
減
量
で
は
減
量

の
目
標
と
そ
の
方
法
を
示
す
必
要
が
あ

る
。
鰻 
オ 
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

※

ッ
ク
関
連
基
金
の
有
効
活
用
を
求
め
る
。

以
上
を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

地
域
連
絡
会
は
司
会
進
行
も
市
職
員
が

行
っ
て
お
り
実
態
は
行
政
主
導
で
あ
る
。

ま
た
５
年
を
経
過
し
て
も
地
域
協
議
会

が
立
ち
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
明
ら
か
な

失
敗
事
例
で
あ
る
。
渦
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で　
％
削
減
と
し
て
い
る
が
、

２０

施
設
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が
あ
る
。

各
施
設
の
必
要
性
を
加
味
す
べ
き
で
あ

る
。
嘘
中
央
公
園
の
井
戸
や
一
橋
学
園

駅
南
口
前
の
駐
輪
の
安
全
対
策
、
小
平

駅
北
口
再
開
発
事
業
、
学
校
の
残
業
時

間
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
た
め

の
情
報
を
き
ち
ん
と
提
供
し
て
ほ
し
い
。

唄
本
庁
舎
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
は
、
受
付
の
み
で
な
く
１
か
所
の
セ

ク
シ
ョ
ン
で
全
て
対
応
で
き
る
シ
ス
テ

ム
と
す
る
こ
と
を
望
む
。
欝
家
庭
ご
み

有
料
化
の
進
め
方
は
余
り
に
も
拙
速
す

ぎ
た
。
以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

骨
格
予
算
と
し
つ
つ
政
策
的
予
算
を
紛

れ
込
ま
せ
る
や
り
方
は
正
当
と
思
え
な

い
。
渦
保
育
園
の
際
限
の
な
い
増
設
は

間
違
い
な
く
今
後
の
財
政
を
圧
迫
す
る
。

待
機
児
童
対
策
は
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
嘘
法
を
逸
脱
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
公
民
館
の
運
営
実

態
を
改
め
る
姿
勢
が
全
く
見
え
な
い
。

唄 
オ 
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

※

関
連
基
金
は
条
例
案
に
反
対
し
て
お
り
、

当
然
そ
の
執
行
に
も
反
対
で
あ
る
。
欝

補
助
金
交
付
団
体
で
あ
る
ご
み
減
量
推

進
実
行
委
員
会
で　

年
度
も
不
正
な
会

２９

計
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
市
は
告
発

義
務
を
怠
り
再
発
防
止
に
も
消
極
的
で

あ
っ
た
。
厳
格
な
対
応
を
怠
る
こ
と
は

参
加
、
協
働
、
自
治
の
根
幹
を
揺
る
が

す
も
の
で
あ
り
到
底
認
め
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
以
上
、反
対
討
論
と
す
る
。

　

主
な
賛
成
理
由
を
以
下
に
述

べ
る
。
臼
保
育
所
等
の
増
設
を

評
価
す
る
。
渦
健
康
を
つ
く
る

と
い
う
観
点
の
具
体
的
施
策
が

計
画
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
嘘
会

派
で
要
望
し
て
き
た
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
の
準
備
が
進
め
ら

れ
た
こ
と
な
ど
は
一
定
の
評
価

を
す
る
。
唄
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
の
整
備
等
が
進
め
ら
れ
た
こ

と
は
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
前
進
と
捉
え
る
。
な
お
、

 
オ 
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

※ク
関
連
基
金
は
廃
止
し
明
確
な
事

業
計
画
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
住

宅
困
窮
者
へ
の
支
援
を
ど
う
進
め

る
か
明
確
な
対
応
を
求
め
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
拡
充
を
強
く
求
め

る
。
女
性
相
談
室
の
さ
ら
な
る
充

実
を
求
め
る
。
家
庭
ご
み
有
料
化

等
の
関
連
予
算
を
当
初
計
上
し
な

か
っ
た
こ
と
は
極
め
て
不
誠
実
な

手
法
だ
っ
た
と
猛
省
を
促
す
。
以

上
を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

（要旨）

一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般
会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計
決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算
にににににににににに
対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすす

一
般
会
計
決
算
に
対
す
るるるるるるるるるるる

　

賛
成
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

認
可
保
育
園
増
設
等
、
子
育
て
応
援
施

策
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
渦
ゆ
り
か
ご・

こ
だ
い
ら
事
業
で
の
妊
婦
の
孤
立
防
止

を
大
き
く
評
価
す
る
。
嘘
体
育
館
ト
イ

レ
洋
式
化
な
ど
学
校
施
設
の
整
備
、
教

育
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
唄
地
域

で
の
取
り
組
み
が
Ｂ
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
運
行
開
始
に
つ

な
が
っ
た
。
欝
平
和
学
習
事
業
等
さ
ま

ざ
ま
な
非
核
平
和
事
業
が
継
続
さ
れ
た
。

な
お
、
家
庭
ご
み
有
料
化
は
指
定
ご
み

袋
の
料
金
引
き
下
げ
な
ど
対
策
を
講
じ

る
べ
き
で
あ
る
。
職
場
環
境
調
査
等
、

市
職
員
の
健
康
管
理
に
本
気
で
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。
教
員
の
働
き
方
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
早
急
に
具
体
策
に
生

か
し
て
ほ
し
い
。
小
平
駅
等
の
再
開
発

事
業
で
は
市
民
参
加
の
努
力
を
求
め
る
。

以
上
を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

市 議 会 公 明 党
待機児童対策や防災・防犯対策等の前進を評価

賛成フォーラム小平
市税収入減を見据えた適切な予算執行であったと判断

賛成政 和 会
財源確保への取り組みが不十分な点などを指摘

反対

日本共産党小平市議団
子育て支援、参加と協働、非核平和などを評価

賛成生活者ネットワーク
子育て支援等の必要な事業が進められたと判断

賛成緑の党こだいら
まちづくりのビジョンが見えない点などを指摘

反対ム サ シ
骨格での予算編成のあり方など問題点を指摘

反対

各各
会会
派派
のの
討討
論論

各
会
派

各
会
派
のの
討討
論論

※小平市東京オリンピック・パラリンピック子ども夢・未来基金

議会を傍
聴

しません
か？ 市市市市市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日市議会の日程程程程程程程程程程程程程程程程程（（（（（（（（（（（（（（（（予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定））））））））））））））））（予定）

今後の

市役所7階
場　　所
原則として午前9時
開会時刻

傍聴される方は、
議会事務局へ
お越しください。

2月　1日（金）総務委員会
2月　4日（月）生活文教委員会（※1）
2月　5日（火）厚生委員会
2月　6日（水）環境建設委員会
2月　7日（木）全員協議会
2月　8日（金）請願・陳情締め切り（午前中）（※2）
2月20日（水）議会運営委員会（※3）
2月25日（月）3月定例会本会議（初日）
2月26日（火）3月定例会本会議（代表質問）
2月27日（水）3月定例会本会議（一般質問）
2月28日（木）3月定例会本会議（一般質問）

3月　1日（金）3月定例会本会議（一般質問）
3月　5日（火）予算特別委員会（一般会計）
3月　6日（水）予算特別委員会（一般会計）
3月　7日（木）予算特別委員会（一般会計）
3月　8日（金）予算特別委員会（特別会計・下水道事業会計）
3月11日（月）広聴広報特別委員会
3月12日（火）総務委員会
 請願・陳情締め切り（午前中）（※4）
3月13日（水）生活文教委員会
3月14日（木）厚生委員会
3月15日（金）環境建設委員会

3月19日（火）議会運営委員会（※3）
3月26日（火）3月定例会本会議（最終日）
 広聴広報特別委員会（※3）　
4月　8日（月）広聴広報特別委員会
（※１）当日は現地視察を予定しています。委員会の再

開時間等につきましては、議会事務局にお問い
合わせください。

（※２）３月定例会初日上程の受け付け期限です。
（※３）開会時刻については、議会事務局にお問い合わ

せください。
（※４）３月定例会最終日上程の受け付け期限です。



平成３１年（２０１９年）１月２７日３ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

 　

決
議
と
は
、
市
議
会
の
意
思
を
対

外
的
に
表
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
な
ど
の
理
由
で
行
わ
れ
る
議
決
の

こ
と
で
す
。（
要
旨
掲
載
）

 　
　

年　

月　

日
に
昭
和
病
院
企
業

３０

１０

２２

団
が
発
注
し
た
業
務
委
託
を
め
ぐ
り
、

昭
和
病
院
企
業
団
の
施
設
担
当
課
長

と
空
調
設
備
会
社
役
員
な
ど
が
逮
捕

さ
れ
、
そ
の
後
同
施
設
担
当
課
長
ら

は
官
製
談
合
防
止
法
違
反
で
起
訴
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
病
院
企
業
団
は
、

地
域
の
三
次
救
急
を
担
う
医
療
機
関

と
し
て
市
民
か
ら
の
大
き
な
期
待
を

寄
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
公
共

決

議

昭
和
病
院
企
業
団
に
お
け

昭
和
病
院
企
業
団
に
お
け
るる

官
製
談
合
防
止
法
違

官
製
談
合
防
止
法
違
反反

に
係
る
原
因
の
徹
底
究
明

に
係
る
原
因
の
徹
底
究
明
等等

を
求
め
る
要
望
決

を
求
め
る
要
望
決
議議

性
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
経

営
に
つ
い
て
も
、
本
市
を
含
む
構
成

７
市
か
ら
の
分
賦
金
が
財
政
面
で
の

支
え
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

本
事
件
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
事
件
で
あ
り
、
構
成
す
る
７
市

の
市
民
や
利
用
す
る
患
者
の
信
頼
を

大
き
く
損
な
い
、
施
設
担
当
課
長
の

み
な
ら
ず
昭
和
病
院
企
業
団
組
織
全

体
の
責
任
が
問
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
遺
憾
の

意
を
示
す
と
と
も
に
次
の
事
項
を
求

め
ま
す
。

１　

本
事
件
の
原
因
に
つ
い
て
、
徹

底
究
明
す
る
こ
と
。

２　

再
発
防
止
に
向
け
、
確
固
た
る

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

３　

本
事
件
に
つ
い
て
、
速
や
か
か

つ
徹
底
し
た
情
報
公
開
を
実
施
す
る

こ
と
。

 　

本
補
正
予
算
は
、
民
間
保
育
園
等

に
係
る
公
定
価
格
の
改
定
を
受
け
、

保
育
実
施
委
託
料
等
を
増
額
す
る
ほ

か
、
台
風
の
影
響
等
に
伴
う
経
費
を

増
額
す
る
と
と
も
に
、
年
度
末
に
向

け
て
予
算
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
事

業
費
を
増
額
す
る
こ
と
が
主
な
内
容

で
す
。
こ
の
ほ
か
歳
入
と
し
て
市
の

過
年
度
補
助
金
の
返
還
金
と
、
歳
出

と
し
て
そ
の
財
源
と
な
っ
た
都
の
補

助
金
の
返
還
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
規
模
と
し
て
は
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
千　

万
３
千
円
増

４３

額
し
、
総
額
を
６
百　

億
５
千
６
百

６５

　

万
９
千
円
と
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

３９
　

年
度
末
で
指
定
管
理
者
の
指
定
期

３０間
が
満
了
す
る
市
民
文
化
会
館
な
ど

の
施
設
と
新
た
に
指
定
を
行
う
学
童

ク
ラ
ブ
に
係
る
指
定
管
理
料
に
つ
い

て
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
ま
す
。

 　

本
条
例
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
入
会

児
童
数
の
増
等
に
伴
う
運
営
経
費
の

増
加
に
対
応
し
、
学
童
ク
ラ
ブ
事
業

の
運
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
費

に
つ
い
て
、
現
行
の
月
額
５
千
５
百

円
の
規
定
を
月
額
７
千
円
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は　
年
４
月
１
日
で
す
。

３１

 　

本
条
例
は
、
立
川
市
と
の
図
書
館

の
相
互
利
用
に
つ
い
て
、
両
市
の
協

平平
成成　

年
度
一
般
会

年
度
一
般
会
計計

３０３０

補
正
予
算
（
第
３
号

補
正
予
算
（
第
３
号
））

小
平
市
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

小
平
市
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

小
平
市
立
図
書
館
条
例

小
平
市
立
図
書
館
条
例
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

　

改
正
の
内
容
は
、
国
分
寺
市
内
の

団
体
が
当
該
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す

る
場
合
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
小
平

市
内
の
団
体
と
同
じ
扱
い
と
す
る
よ

う
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は　
年
４
月
１
日
で
す
。

３１

 　

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

次
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

嶋
田　

貴
文
氏

 　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る

人
権
擁
護
委
員
を
次
の
と
お
り
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

醍
醐　

保
江
氏

　

笠
原
ノ
リ
子
氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会会

委

員

の

選

委

員

の

選

任任

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦薦

12月定例会 議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否否

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

ムサ緑生ネ共産政和フォ公明

議決結果

○：賛成　×：反対
伊
藤　
　

央

橋
本　

久
雄

山
﨑
と
も
子

日
向
美
砂
子

さ
と
う
悦
子

平
野
ひ
ろ
み

細
谷　
　

正

吉
瀨
恵
美
子

木
村
ま
ゆ
み

佐
藤　
　

充

宮
寺　

賢
一

永
田　

政
弘

川
里　

春
治

小
野　

高
一

磯
山　
　

亮

吉
本
ゆ
う
す
け

中
江　

み
わ

竹
井
よ
う
こ

滝
口　

幸
一

小
林　

洋
子

石
毛
航
太
郎

幸
田　

昌
之

佐
藤　
　

徹

浅
倉　

成
樹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

津
本　

裕
子

件名議案
番号

区
分

１２５×○○○○○○○○○○○○○○○○○

※
　 
議
長

○○○○○○○○原案可決運転開始から４０年を超えた東海第二発電所の運
転延長を行わないことを求める意見書第４３号

議
員
提
出

議　
　

案

７１９××○○○○○○○○×××××○○○○○○○○○○○認　　定平成２９年度小平市一般会計歳入歳出決算の認定第５８号
市
長
提
出

議　
　

案

１２５×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○採　　択
運転開始から４０年を超えた東海第二発電所の運
転延長を行わないことを求める意見書の提出に
ついて

第１３号
請　

願

会派名略称
（　）内は各会派の議員数

公明：市議会公明党（６）　 　フォ：フォーラム小平（６）　 　政和：政和会（５）　 　共産：日本共産党小平市議団（４）　 　生ネ：生活者ネットワーク（４）
緑：緑の党こだいら（１…無会派）　 　ムサ：ムサシ（１…無会派）

全会一致で議決した議案（※議長は表決に加わりません。）
議決結果件名議案番号議決結果件名議案番号区分

原案可決昭和病院企業団における官製談合防止法違反に係る原
因の徹底究明等を求める要望決議第４２号原案可決住民票の除票及び戸籍の附票の除票の保存期間の延長

を求める意見書第４１号議員提出議案

原案可決小平市廃棄物の減量及び処理に関する条例の一部を改
正する条例第７１号認　　定平成２９年度小平市国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定第５９号

市長提出議案

原案可決小平市地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部を改正する条例第７２号認　　定平成２９年度小平市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定第６０号

原案可決小平市下水道事業の設置等に関する条例第７３号認　　定平成２９年度小平市介護保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定第６１号

原案可決小平都市計画下水道事業受益者負担に関する条例を廃
止する条例第７４号認　　定平成２９年度小平市下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定第６２号

原案可決小平市立図書館条例の一部を改正する条例第７５号同　　意小平市固定資産評価審査委員会委員の選任同意第６３号

原案可決小平市立体育施設条例の一部を改正する条例第７６号同　　意人権擁護委員候補者の推薦第６４号

原案可決市道路線の認定及び廃止（４路線の認定、１路線の廃
止）

第７７〜
８１号同　　意人権擁護委員候補者の推薦第６５号

原案可決小平市民文化会館及び小平ふるさと村の指定管理者の
指定第８２号原案可決平成３０年度小平市一般会計補正予算（第３号）第６６号

原案可決小平市立学童クラブの指定管理者の指定第８３号原案可決平成３０年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第２
号）第６７号

原案可決小平市立学童クラブの指定管理者の指定第８４号原案可決小平市立保育園等の利用者負担額に関する条例の一部
を改正する条例第６８号

原案可決小平市子ども家庭支援センターの指定管理者の指定第８５号原案可決小平市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準
に関する条例の一部を改正する条例第６９号

原案可決小平市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例第８６号原案可決小平市立学童クラブ条例の一部を改正する条例第７０号

議
の
結
果
合
意
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、

実
施
に
向
け
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
図
書
館
資
料
の

貸
し
出
し
を
受
け
ら
れ
る
者
の
範
囲

に
、
立
川
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
者
を
加
え
る
も
の
で
す
。
な
お
、

相
互
利
用
に
お
け
る
貸
出
数
等
の
必

要
事
項
は
規
則
で
定
め
ま
す
。

　

施
行
期
日
は　
年
２
月　
日
で
す
。

３１

２０

 　

本
条
例
は
、
国
分
寺
市
と
の
間
で
、

小
平
市
立
小
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
小

平
市
立
中
央
公
園
競
技
場
及
び
小
平

市
立
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
、
国

分
寺
市
民
け
や
き
運
動
場
を
新
た
に

相
互
利
用
対
象
施
設
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
合
意
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、

実
施
に
向
け
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

小
平
市
立
体
育
施
設
条
例

小
平
市
立
体
育
施
設
条
例
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
ななななななななななななななななななななな
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

主
な
議
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
可
決
、
認
定
ま
た
は
同
意
し
た
議
案

か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



一般質問

平成３１年（２０１９年）１月２７日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

一般質問の詳細についてはインターネット議会中継をご覧ください。アドレスはhttp://smart.discussvision.net/smart/tenant/kodaira/WebView/rd/council.html

小
野
高
一
議
員
（
政
和
会
）

多
面
的
機
能
あ
る
都
市
農
地
を

適
正
に
維
持
保
全
し
て
い
く
た
め
に

　議員が市政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況
及び将来に対する方針等について質問することをいいます。
　一般質問（要旨）につきましては、議員ごとにまとめた
ものを掲載しております。
　これまでの会議録は、小平市議会ホームページで、閲覧・
検索ができます。動画もご覧になれます。

一般質問とは

一般質問 要旨
市政を問市政を問うう

佐
藤　

徹
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

南
西
部
地
域
の
交
通
安
全
対
策
等
／

高
齢
者
等
の
見
守
り
体
制
の
充
実
を

 
質
問　

臼
上
水
新
町
地
域
セ
ン
タ
ー

北
側
丁
字
路
の
玉
川
上
水
通
り
に
あ

る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
移
設
し
道
路
の

幅
員
確
保
を
図
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

渦
公
立
昭
和
病
院
の
通
院
で
利
用

す
る
市
民
か
ら
都
営
バ
ス
梅　

増
便

７０

を
望
む
声
が
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
安
全
上
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
位
置
が
支
障
に
な
っ
て
い
る
認
識

は
な
い
が
、
今
後
も
交
通
状
況
を
注

視
し
交
通
管
理
者
等
と
相
談
し
て
適

切
な
交
通
安
全
対
策
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
車
両
費
等
運
行
に
係
る
経
費
に

つ
い
て
沿
線
自
治
体
４
市
１
町
の
一

定
の
負
担
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

南
西
部
地
域
の
交
通
安
全
対
策
と

交
通
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
て

現
時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 
質
問　

臼
介
護
予
防
見
守
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の　
年
度
末
見
込
み
人
数
は
。

３０

　

渦
高
齢
者
見
守
り
協
定
締
結
団
体

の　

年
度
末
見
込
み
団
体
数
は
。

３０

　

嘘　

時
間　

日
対
応
可
能
な
見
守

２４

３６５

り
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
地
域
支
援

を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
約　
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

３８０

　

渦
約　

団
体
と
見
込
ん
で
い
る
。

３０

　

嘘
電
話
受
付
や
緊
急
時
の
駆
け
つ

け
対
応
の
体
制
整
備
等
多
く
の
課
題

が
あ
る
。
引
き
続
き
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
お
け
る
見
守
り

体
制
の
充
実
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
さ
ら
な
る

見
守
り
体
制
の
充
実
を
目
指
し
て

 
質
問　

臼
平
成　

年　

月
ま
で
の
特

３４

１０

定
生
産
緑
地
指
定
手
続
の
予
定
は
。

　

渦
平
成　

年
９
月
１
日
に
施
行
さ

３０

れ
た
都
市
農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
、
市
内
生
産
緑

地
に
つ
い
て
利
用
、
促
進
が
ど
の
く

ら
い
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
か
。

　

嘘
都
市
農
業
振
興
に
は
全
市
民
的

理
解
が
不
可
欠
だ
が
、
小
平
市
農
業

振
興
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
情

報
伝
達
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
生
産
緑
地
地
区
の
多
く
は
、

　

年　

月　

日
に
当
初
指
定
か
ら　

３４

１０

２５

３０

年
が
経
過
し
、
こ
れ
ら
を
特
定
生
産

緑
地
地
区
へ
移
行
す
る
た
め
の
手
続

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
計
画
的
な

農
地
の
維
持
確
保
を
し
て
い
く
た
め
に

と
し
て
、
来
年
度
か
ら
順
次
生
産
緑

地
所
有
者
へ
お
知
ら
せ
や
必
要
書
類

の
送
付
等
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

渦
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
の

農
家
や
、
一
時
的
に
農
地
の
管
理
が

で
き
な
い
な
ど
の
農
家
が
あ
る
一
方

で
、
新
た
に
後
継
者
が
就
農
し
、
規

模
拡
大
を
図
り
た
い
農
家
も
い
る
。

こ
の
よ
う
な
農
家
が
相
互
に
条
件
に

合
致
し
た
場
合
な
ど
は
、
一
定
の
利

用
が
図
ら
れ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

嘘
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

農
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
等

で
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
消

費
者
交
流
会
な
ど
の
場
で
、
市
内
農

業
の
説
明
の
中
で
計
画
に
つ
い
て
触

れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
利
用

し
な
が
ら
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

 
質
問　

臼
こ
れ
ま
で
設
置
し
た
防
犯

カ
メ
ラ
の
効
果
と
評
価
は
。

　

渦
さ
ら
な
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

拡
大
を
進
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

嘘
さ
ら
な
る
無
電
柱
化
を
進
め
る

べ
き
だ
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
学
校
を
通
し
て
、
保
護

者
等
か
ら
犯
罪
抑
止
効
果
に
つ
い
て

の
好
意
的
な
意
見
を
も
ら
っ
て
お
り
、

児
童
や
保
護
者
、
地
域
の
安
心
に
も

つ
な
が
る
と
評
価
し
て
い
る
。

市
長　

渦
地
域
住
民
等
に
よ
る
定
期

的
な
防
犯
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
設
置
に
向
け
た
諸
条
件
が

調
っ
た
場
合
に
、
都
の
補
助
金
を
活

危
な
い
を
安
心
・
安
全
に
、
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
拡
大
と
無
電
柱
化
推
進
を

用
し
、
支
援
し
て
い
く
。

　

嘘　

年
度
、
仮
称
小
平
市
無
電
柱

31

化
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
策
定
や
路

線
選
定
を
行
い
、
そ
の
後
、
工
事
等

を
着
実
に
進
め
事
業
経
験
と
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問　

地
域
に
細
や
か
な
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
郵
便
局
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
採
用
で
き
な
い
か
。

市
長　

郵
便
局
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

は
高
齢
者
の
見
守
り
が
で
き
る
も
の

と
し
て
、
他
市
の
導
入
事
例
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
返
礼
品

の
あ
り
方
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
郵
便
局

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
採
用
で
き
な
い
か

 
質
問　

臼
使
用
済
み
お
む
つ
を
持
ち

帰
る
こ
と
と
し
て
い
る
理
由
は
。

　

渦
保
育
園
で
の
処
理
を
検
討
し
た

こ
と
は
あ
る
か
。
ま
た
、
公
費
負
担

で
回
収
処
理
す
る
場
合
の
課
題
は
。

市
長　

臼
公
立
保
育
園
で
は
保
護
者

が
衣
類
等
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
経
過

か
ら
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
が
定
着
し

て
い
る
。
私
立
保
育
園
で
は
保
管
場

所
確
保
の
難
し
さ
や
、
子
ど
も
の
健

康
状
態
確
認
の
た
め
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
こ
れ
ま
で
も
近
隣
市
の
状
況
等

を
踏
ま
え
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、

保
管
場
所
の
確
保
や
に
お
い
、
処
分

に
係
る
費
用
負
担
等
が
課
題
で
あ
る
。

使
用
済
み
お
む
つ
を
持
ち
帰
り
で
は

な
く
保
育
園
で
処
理
で
き
な
い
か

 
質
問　

臼
東
京
都
子
ど
も
を
受
動
喫

煙
か
ら
守
る
条
例
の
施
行
等
を
受
け

て
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
対
策
は
。

　

渦
苦
情
の
多
い
小
平
駅
や
新
小
平

駅
の
公
衆
喫
煙
所
の
整
備
を
早
急
に

実
施
す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
小
平
駅
等
の
喫
煙
所
へ
の

条
例
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
で
周
知
し
た

ほ
か
、　

年
度
中
に
学
園
駅
前
公
園

３０

を
除
く
市
立
公
園
内
全
て
の
灰
皿
を

撤
去
す
る
作
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
受
動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ
な
い
公

衆
喫
煙
所
の
整
備
の
検
討
が
必
要
だ

が
、
費
用
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
多
角
的
に
検
討
し
て
い
く
。

市
は
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に

よ
り
一
層
取
り
組
む
べ
き

 
質
問　

臼
小
平
駅
北
口
地
区
市
街
地

再
開
発
準
備
組
合
の
加
入
率
向
上
に

向
け
た
具
体
的
な
動
き
は
。

　

渦
小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
線
の
進
捗
状
況
と
の
関
連
性
は
。

１９市
長　

臼
準
備
組
合
と
事
業
協
力
者

が
個
別
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
市
も
、

権
利
者
等
を
訪
問
し
、
準
備
組
合
や

市
と
の
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
る

よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
い
ず
れ
も
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹

を
担
う
事
業
で
同
時
期
に
行
わ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
が
時
期
を
合
わ
せ

る
こ
と
は
難
し
い
。
可
能
な
限
り
両

事
業
を
早
期
に
完
了
さ
せ
る
。

小

平

駅

北

口

地

区

再
開
発
事
業
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
歴
史
と
考
え
方
は
。

　

渦
エ
リ
ア
限
定
で
の
ポ
イ
捨
て
禁

止
の
条
例
化
を
実
現
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
に
都
内　

市
町

１６

３９

村
が
共
同
で
実
施
し
た
の
が
始
ま
り

で
あ
る
。
啓
発
の
徹
底
で
全
体
の
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る
と
い
う
考
え
方

の
も
と
、
平
成　

年
度
か
ら
は
６
駅

２６

で
定
期
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　

渦
公
衆
喫
煙
所
の
整
備
な
ど
屋
外

で
の
喫
煙
に
対
す
る
必
要
な
取
り
組

み
の
あ
り
方
や
、
市
全
体
の
環
境
美

化
に
関
す
る
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
、

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

も
う
待
て
な
い
た
ば
こ
ポ
イ
捨
て

禁
止
の
条
例
化
実
現
を

 
質
問　

こ
れ
ま
で
も
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
訴
え
て
き
た
、
住
民
票

等
の
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
交
付
の
検
討
状
況
は
。

市
長　

経
費
を
精
査
し
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
普
及
状
況
等
を
勘
案
し
な

が
ら
、
自
動
交
付
機
の
保
守
契
約
期

間
が
満
了
す
る
平
成　

年
９
月
を
目

３４

途
に
導
入
の
是
非
を
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
国
や
都
が
予
算
化
を
進
め

て
い
る
災
害
時
に
避
難
所
に
な
る
小・

中
学
校
の
体
育
館
の
冷
暖
房
設
備
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
対
策
は

早

く

進

め

る

べ

き

新
た
に
見
え
て
き
た
災
害
の

対
策
を
進
め
る
た
め
に

導
入
を
進
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

渦
国
や
都
が
予
算
化
を
進
め
て
い

る
民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策

は
通
学
路
も
進
め
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　

臼
国
や
都
の
新
た
な
補
助

制
度
の
検
討
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
児
童
・
生
徒
の
よ
り
よ
い
教
育

環
境
の
確
保
や
避
難
者
の
良
好
な
生

活
環
境
の
確
保
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
研
究
し
て
い
く
。

市
長　

渦
国
や
都
が
財
政
的
な
支
援

を
検
討
し
て
い
る
の
で
、
市
も
通
学

路
を
含
め
、
道
路
全
般
に
対
し
て
国

等
の
支
援
策
を
活
用
し
た
安
全
対
策

の
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
認
知
症
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
合

う
た
め
に

幸
田
昌
之
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
対
策
に
つ
い
て
／

新
た
な
災
害
の
対
策
に
つ
い
て

中
江
み
わ
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

使
用
済
み
お
む
つ
の
保
育
園
で
の

処
理
を
／
受
動
喫
煙
防
止
対
策

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
会
）

小
平
駅
北
口
地
区
再
開
発
事
業
／

た
ば
こ
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
条
例
化
を

花小金井駅前で行われた喫煙マナー
アップキャンペーンの様子

小平駅南口の公衆喫煙所

 

川　

浩
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

防
犯
カ
メ
ラ
と
無
電
柱
化
／
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
に
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を



一般質問

平成３１年（２０１９年）１月２７日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り
 

質
問　

臼
不
動
産
以
外
の
市
有
財
産

の
売
却
、
寄
附
、
廃
棄
の
判
断
は
。

　

渦
粗
大
ご
み
が
市
所
有
物
に
な
る

ま
で
の
流
れ
と
利
活
用
の
考
え
方
は
。

市
長　

臼
物
品
の
所
管
課
で
売
却
、

廃
棄
等
を
判
断
す
る
。
不
用
品
の
処

分
は
売
却
を
基
本
と
し
不
適
当
な
場

合
は
廃
棄
す
る
。
ま
た
、
寄
附
に
つ

い
て
は
公
益
上
必
要
な
場
合
に
行
う
。

　

渦
市
が
収
集
し
た
時
点
で
市
の
所

有
物
に
な
る
。
状
態
の
よ
い
木
製
家

具
類
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
リ
プ
レ
こ
だ
い
ら
で
再
生
販
売
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
ご
み
減
量
等

へ
の
市
民
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

市

有

財

産

処

分

と

利
活
用
の
考
え
方
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
市
が
提
供
し
て
い
る
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
市
民
意
見
を
参
考
に
改

修
を
行
っ
た
点
は
。

　

渦
防
犯
・
防
災
の
情
報
提
供
に
は
、

緊
急
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
の
連
動
な

ど
工
夫
の
余
地
が
あ
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
環
境
家
計
簿
ア
プ
リ
に
つ

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
意
見
を
踏
ま
え
、

入
力
機
能
改
善
の
改
修
を
行
っ
た
。

　

渦
緊
急
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信

情
報
は
、
ア
プ
リ
で
は
な
く
市
公
式

ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
同
時
配
信
で
き
る

よ
う
整
備
し
た
。
今
後
も
効
果
的
な

情
報
配
信
方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

 
質
問　

臼
導
入
の
検
討
状
況
は
。

　

渦
事
業
者
と
の
意
見
交
換
会
で
出

さ
れ
た
意
見
は
。

　

嘘
近
隣
４
市
で
行
っ
た
情
報
収
集

に
対
す
る
分
析
は
。

市
長　

臼
毎
年
市
内
事
業
者
か
ら
意

見
を
聞
い
て
い
る
。　

年
度
か
ら
近

２８

隣
４
市
合
同
で
視
察
に
よ
り
情
報
収

集
し
、
課
題
等
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
報
告
書
等
作
成
で
の
負
担
や
、

総
合
評
価
方
式
に
も
労
務
単
価
の
加

点
項
目
が
あ
り
、
引
き
続
き
総
合
評

価
方
式
の
中
で
推
進
す
る
の
が
よ
い

の
で
は
、
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

嘘
対
象
案
件
が
限
定
的
な
の
で
効

公
契
約
条
例
の
導
入
に
つ
い
て

果
は
限
ら
れ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
公
共
施
設
の
使
用
状
況
は
。

　

渦
公
共
施
設
へ
の
利
用
や
市
民
に

利
用
を
促
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
よ
り
公
共
施

２４

設
の
新
設
や
改
修
の
際
、
床
材
や
巾

木
材
等
に
使
用
し
て
い
る
。

　

渦
公
共
施
設
へ
の
利
用
は
今
後
も

機
会
を
捉
え
て
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

都
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
登
下
校
時
の
荷
物
が
重
く
負
担
と

な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
対
応
は

多
摩
産
材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
第
五
小
学
校
か
ら
東
部
公

園
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
東
部
公
園
に

桜
の
植
樹
を
す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

　

渦
仮
称
は
な
こ
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
る
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
ア
プ
ロ
ー
チ
部
分
は
日
照

等
の
問
題
か
ら
難
し
い
が
、
東
部
公

園
内
で
倒
木
等
に
よ
り
伐
採
し
た
樹

木
に
か
え
て
植
樹
を
検
討
し
て
い
る
。

　

渦
花
小
金
井
駅
南
口
の
桜
並
木
は

老
木
化
等
が
進
ん
で
お
り
、
ま
ず
は

名
所
の
桜
の
維
持
が
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
機
運
の

高
ま
り
を
受
け
て
検
討
す
る
た
め
、

現
在
、
立
ち
上
げ
る
予
定
は
な
い
。

花
小
金
井
地
域
を
桜
で
飾
る
仮
称

は
な
こ
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
設
を

 
質
問　

臼
交
通
不
便
地
域
で
ニ
ー
ズ

が
あ
る
が
道
路
幅
等
の
物
理
的
側
面

で
通
行
で
き
な
い
地
域
へ
の
対
応
は
。

　

渦
今
後
、
市
内
公
共
交
通
網
の
総

合
的
な
見
直
し
を
実
施
す
べ
き
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
実
施
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

臼
運
行
は
難
し
い
た
め
、
既

存
交
通
機
関
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
取
り
組
み

を
工
夫
し
な
が
ら
、
地
域
の
利
便
性

が
向
上
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
公
共
交
通
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
の
総
括
及
び
検
証
を
行
い
、

市
内
の
交
通
機
関
の
状
況
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
民
間
活
用
や
近
隣
市
と

の
連
携
な
ど
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

市
内
公
共
交
通
網
の
総
合
的
見
直
し
を

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
実
施
す
べ
き

 
質
問　

臼
一
橋
学
園
駅
北
口
前
の
踏

切
、
信
号
、
横
断
歩
道
は
危
険
な
状

態
に
あ
る
。
改
善
を
検
討
で
き
な
い

か
。

　

渦
学
園
駅
前
公
園
を
閉
鎖
し
、
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
を
設
置
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　

嘘
鷹
の
台
駅
前
に
タ
ク
シ
ー
を
待

つ
人
の
た
め
の
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

唄
鷹
の
台
駅
北
の
銀
行
店
舗
が
閉

鎖
さ
れ
る
場
合
、
市
が
跡
地
を
取
得

し
、
北
側
に
あ
る
公
園
と
一
体
的
に

整
備
し
、
タ
ク
シ
ー
等
の
乗
り
場
と

し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

一
橋
学
園
駅
前
、
鷹
の
台
駅
前
の

整

備

に

つ

い

て

市
長　

臼
交
通
状
況
を
注
視
す
る
な

ど
適
切
な
交
通
安
全
対
策
に
努
め
る
。

　

渦
国
の
補
助
を
受
け
て
お
り
、
用

途
変
更
は
難
し
い
。
公
園
の
ま
ま
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
を
設
置
す
る
に
は
面

積
や
安
全
性
に
課
題
が
あ
る
。

　

嘘
地
域
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
設

置
の
可
能
性
を
考
え
て
い
く
。

　

唄
土
地
購
入
に
つ
い
て
銀
行
と
協

議
を
進
め
る
。
土
地
購
入
が
で
き
た

際
は
、
北
側
公
園
用
地
も
一
体
的
に

活
用
し
た
上
で
、
公
共
交
通
の
乗
り

場
を
含
め
た
駅
前
広
場
整
備
に
つ
い

て
地
域
の
意
見
も
参
考
に
検
討
す
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
改
正
文
化
財
保
護
法
成
立
を
受
け

て
市
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用
は
ど

う
変
わ
る
の
か

 
質
問　

臼
小
・
中
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
家
庭
に
と
っ
て
所
得
制
限
に
よ

る
医
療
費
負
担
は
不
公
平
感
が
強
く
、

撤
廃
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
見
解
は
。

　

渦
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
に
対
す

る
助
成
を
検
討
で
き
な
い
か
。　

市
長　

臼
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
負
担
能
力
の
高
い
人
へ
の
助
成

は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
他
市
等
の
動
向
を
注
視
し
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
政
策
効
果
を

見
き
わ
め
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
現
在
、
国
の
規
定
で　

歳
以
上

６５

の
人
等
を
対
象
に
費
用
の
一
部
を
公

子
ど
も
に
係
る
医
療
費
の
負
担
軽
減
で

子
育
て
世
帯
を
応
援
し
よ
う

費
負
担
し
て
い
る
。
今
後
も
国
の
制

度
に
従
い
助
成
を
実
施
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
東
京
都
は
機
運
醸
成
と
健

康
増
進
の
た
め
み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体

操
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
が
、
市
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

　

渦
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の

環
境
整
備
を
す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
市
主
催
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
実
施
等
に
よ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
開

催
の
ほ
か 
コ 
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
サ

※
１

イ
ト
の
誘
致
を
検
討
し
て
い
る
。
今

後
、
放
映
権
者
等
と
調
整
し
て
い
く
。

東
京　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

２０２０

ピ
ッ
ク
の
気
運
醸
成
に
取
り
組
も
う

 
質
問　

臼
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害

者
な
ど
、
誰
も
が
交
流
で
き
る
居
場

所
は
市
内
に
何
か
所
あ
る
か
。

　

渦
居
場
所
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

　

嘘
市
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ

ン
を
何
か
所
つ
く
っ
た
か
。

　

唄
小
学
校
区
ご
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
ロ
ン
等
を
整
備
す
る
市
長
公
約

の
今
後
の
取
り
組
み
の
計
画
は
。

市
長　

臼
こ
だ
い
ら
居
場
所
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
９
か
所
で
あ
る
。

　

渦
情
報
提
供
や
、
関
係
機
関
、
市

民
活
動
団
体
等
と
の
連
携
の
推
進
な

ど
、
側
面
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

嘘
市
で
整
備
す
る
考
え
は
な
い
。

地
域
の
交
流
の
場
の
整
備
は

ど

こ

ま

で

進

ん

だ

か
　

唄
整
備
す
る
計
画
は
な
い
が
、
現

在
の
事
業
を
継
続
し
、
交
流
の
場
が

ふ
え
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
質
問　

臼
市
内
の
図
書
館
に
漫
画
を

置
か
な
い
理
由
は
。

　

渦
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中

で
漫
画
図
書
館
を
含
め
、
子
ど
も
の

育
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
総
合
施
設
を

つ
く
れ
な
い
か
。

教
育
長　

臼
蔵
書
ス
ペ
ー
ス
等
の
確

保
や
長
期
の
保
存
が
難
し
い
た
め
。

市
長　

渦
子
育
て
や
教
育
に
関
す
る

諸
機
能
は
、
現
在
あ
る
各
施
設
や
窓

口
等
で
対
応
し
て
お
り
、
総
合
施
設

と
し
て
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

漫
画
図
書
館
な
ど
、
子
ど
も

関
連
施
設
を
つ
く
れ
な
い
か

 
質
問　

市
内
に
は
、
障
害
児
（
者
）

の
福
祉
施
設
が
あ
り
、
豊
か
な
経
験

を
持
っ
て
い
る
。
児
童
発
達
支
援
に

関
す
る
地
域
連
携
促
進
へ
の
認
識
は
。

市
長　

連
携
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

 
質
問　

仮
称
公
契
約
条
例
制
定
に
向

け
て
検
討
を
開
始
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

導
入
自
治
体
へ
の
視
察
に
よ

る
情
報
収
集
等
を
し
て
お
り
、
今
後

整
理
し
て
い
く
。
ま
た
、
総
合
評
価

方
式
の
効
果
検
証
も
必
要
と
な
り
、

現
時
点
で
は
、
条
例
制
定
に
向
け
た

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、関
係

機
関
の
経
験
を
生
か
し
て
進
め
よ
う

（
仮
称
）公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 
質
問　

臼
駅
利
用
者
の
た
め
の
駐
車

場
と
自
転
車
駐
車
場
の
確
保
を
市
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

渦
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
は
今
の
場

所
に
残
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る

が
市
民
参
加
で
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
新
た
に
整
備
さ
れ
る
駅
前

広
場
を
立
体
利
用
し
、
地
下
自
転
車

駐
車
場
を
含
め
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
公
共
床
取
得
の
狙
い
は
、
西
部

市
民
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
移
転
す
る

こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

市
民
意
見
等
を
把
握
し
な
が
ら
、
よ

り
よ
い
施
設
づ
く
り
に
努
め
る
。

小
川
駅
周
辺
は
市
民
参
加
で

ま

ち

づ

く

り

を

吉
本
ゆ
う
す
け
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

市
有
財
産
処
分
と
利
活
用
／
期
待
に

応
え
ら
れ
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を

小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

公

契

約

条

例

／

多
摩
産
材
の
利
用
促
進

津
本
裕
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

仮
称
は
な
こ
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
設
／

市
内
公
共
交
通
網
の
見
直
し

伊
藤　

央
議
員
（
ム
サ
シ
）

一
橋
学
園
駅
前
、
鷹
の
台
駅
前
の

利
便
性
を
高
め
、
危
険
性
の
低
減
を

山
岸
真
知
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

子
ど
も
の
医
療
費
負
担
軽
減
を
／

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
運
醸
成

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
の
党
こ
だ
い
ら
）

小
学
校
区
ご
と
の
居
場
所
整
備
は
／

漫
画
図
書
館
な
ど
子
ど
も
総
合
施
設

細
谷　

正
議
員
（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
／
公
契
約

条
例
／
小
川
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

みんなでラジオ体操プロジェクトのラジオ体操カード
（みんなでラジオ体操プロジェクト事務局提供）



一般質問

平成３１年（２０１９年）１月２７日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

日
向
美
砂
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実
現
を
／
有
料
化

に
向
け
ご
み
を
減
ら
せ
る
し
く
み
を

 
質
問　

臼
通
学
路
で
自
転
車
が
歩
道

を
走
行
す
る
た
め
危
険
だ
が
対
策
は
。

　

渦
下
校
時
の
小
学
生
に
対
す
る
不

審
者
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
対
策
は
。

市
長　

臼
今
後
も
道
路
管
理
者
等
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
路
面
標
示
等
に
よ
る
注
意
喚

起
を
行
い
、
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で

あ
る
こ
と
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

教
育
長　

渦
学
校
や
警
察
等
と
通
学

路
の
合
同
点
検
を
毎
年
度
行
っ
て
い

る
ほ
か
、　

年
度
か
ら
順
次
防
犯
カ

２７

メ
ラ
を
設
置
し
て
き
た
。
犯
行
に
及

び
に
く
い
環
境
の
整
備
が
大
切
で
あ

り
、
今
後
も
関
係
者
等
と
連
携
し
な

小
学
生
の
通
学
の
安
全
と

見

守

り

に

つ

い

て

が
ら
対
策
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問　

臼
地
域
で
行
う
運
動
会
や
公

園
で
の
祭
り
の
参
加
状
況
は
。

　

渦
東
京
街
道
の
商
店
街
を
さ
ら
に

活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
考
え
は
。

市
長　

臼
全
て
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
地
域
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。　

年
７
月
の
納
涼

３０

夏
祭
り
に
は
千
５
百
人
が
来
場
し
た

と
商
店
会
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

渦
商
店
会
が
み
ず
か
ら
企
画
し
主

体
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
等
に
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
都
補
助

金
も
活
用
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

東
部
地
区
の
活
性
化
に
対
し
て

 
質
問　

臼
集
合
住
宅
の
ご
み
出
し
困

難
世
帯
の
戸
別
収
集
を
実
施
し
て
は
。

　

渦
指
定
収
集
袋
の
減
免
措
置
の
拡

充
が
必
要
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
同
世
帯
へ
の
支
援
の
必
要

性
を
認
識
し
て
い
る
。
日
常
生
活
の

支
援
と
あ
わ
せ
福
祉
部
門
等
と
連
携

し
、
ご
み
出
し
の
支
援
を
し
て
い
く
。

　

渦
他
市
と
比
較
し
て
も
妥
当
と
捉

え
て
お
り
、
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

 
質
問　

利
用
回
数
基
準
を
上
限
と
す

る
と
生
活
支
援
利
用
を
制
限
し
、
自

来
年
４
月
実
施
予
定
の
家
庭
ご
み

有
料
化
及
び
戸
別
収
集
に
つ
い
て

介
護
保
険
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の

多
数
回
利
用
に
つ
い
て

立
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
が
見
解
は
。

市
長　

基
準
を
超
え
た
場
合
に
保
険

者
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
検
証
す
る
こ
と

で
、
質
の
向
上
等
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
。
利
用
者
の
身
体
状
態
等
に
よ

り
、
回
数
の
基
準
を
上
回
っ
て
作
成

さ
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

 
質
問　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
の
普
及
啓
発
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
全
国
共
通

マ
ー
ク
に
な
る
な
ど
、
今
後
、
認
知

度
の
さ
ら
な
る
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
捉
え
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
く
。

援
助
が
必
要
な
方
の
た
め
の
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
区
画
整
理
、
再
開
発
等
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
無
電
柱
化
の

面
的
な
展
開
へ
の
考
え
は
。

　

渦
市
の
無
電
柱
化
推
進
計
画
等
の

策
定
状
況
は
。

市
長　

臼
面
的
整
備
事
業
は
、
都
市

基
盤
整
備
と
と
も
に
電
気
等
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
新
設
等
を
同
時
に
行
え
る
。

市
街
地
整
備
の
機
会
を
捉
え
た
推
進

が
、
今
後
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
で
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

渦
都
の
無
電
柱
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
を
活
用
し
将
来
的
な
無
電
柱

化
の
考
え
方
の
整
理
等
行
っ
て
い
る
。

　

年
度
に
は
無
電
柱
化
チ
ャ
レ
ン
ジ

３１ 無
電
柱
化
を
推
進
し
よ
う

プ
ラ
ン
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税

化
に
よ
る
市
の
影
響
額
の
総
額
は
。

　

渦
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
廃
止
し
、

ふ
る
さ
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど
純
粋
な
寄
附
制
度
が
望
ま
し

い
と
す
る
動
き
も
あ
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼　

億
４
千
７
百
万
円
の
減

１１

収
で
あ
る
。

　

渦
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
競
争

は
制
度
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
、
今
後
寄
附
金
を
募
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
事
業
が
あ
れ
ば
財
源
確
保
の

一
手
段
と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
税
財
源
を

奪
う
諸
施
策
に
歯
ど
め
を

 
質
問　

臼
市
が
協
働
を
推
進
す
る
理

由
は
何
か
。

　

渦
協
働
推
進
の
指
針
を
見
直
す
理

由
と
、
見
直
し
内
容
の
方
向
性
は
。

　

嘘
市
民
提
案
型
の
協
働
事
業
を
推

進
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

市
長　

臼
自
治
基
本
条
例
に
お
い
て
、

互
い
に
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
と
規
定
し
、
協
働
等
を
通
じ

た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

渦
策
定
か
ら　

年
経
過
し
、
さ
ら

１０

な
る
推
進
を
目
的
に
、
よ
り
実
践
的

な
協
働
の
内
容
で
検
討
し
て
い
る
。

　

嘘
地
域
課
題
等
の
解
決
に
向
け
て

市
民
提
案
の
協
働
事
業
も
検
討
す
る
。

市
民
協
働
を
も
っ
と
推
進
し
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

 
質
問　

臼
小
平
市
の
農
業
、
農
地
、

緑
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
。

　

渦
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ル
シ
ェ
の

定
期
的
実
施
へ
の
見
解
は
。

　

嘘
採
択
さ
れ
た
中
央
公
園
の
井
戸

再
生
等
に
係
る
請
願
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

臼
農
業
経
営
基
盤
の
安
定
化

を
図
る
。
ま
た
、
都
市
農
地
の
貸
借

の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、

多
様
な
農
地
利
用
が
期
待
で
き
る
。

　

渦
演
奏
者
や
、
農
産
物
の
運
搬
と

販
売
の
人
員
確
保
等
の
課
題
が
あ
る
。

　

嘘
簡
易
調
査
の
結
果
、
再
生
は
可

能
だ
が
、
今
後
詳
細
な
調
査
を
要
し
、

費
用
対
効
果
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
等
で
小
平
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
を
魅
力
ア
ッ
プ
し
よ
う

 
質
問　

臼
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に

よ
る
効
果
と
課
題
は
。

　

渦
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
苦
情
相
談
窓
口
及
び
苦

情
相
談
処
理
委
員
会
設
置
要
綱
に
つ

い
て
、
女
性
の
位
置
づ
け
や
第
三
者

調
査
の
追
加
等
、
改
定
へ
の
見
解
は
。

　

嘘
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
男
性
の
育
児
休
業
と
出
産

介
護
休
暇
取
得
率
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
効
果
で
、
管
理
職
に
お
け

る
女
性
比
率
の
向
上
が
課
題
で
あ
る
。

　

渦
現
時
点
で
改
定
の
予
定
は
な
い
。

　

嘘
市
民
対
象
の
講
座
等
の
ほ
か
、

職
員
研
修
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し

誰
も
が
幸
せ
な
社
会
を

 
質
問　

臼
説
明
会
で
出
た
要
望
等
に

対
す
る
改
善
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
の
店
頭
回

収
を
ふ
や
す
た
め
の
実
施
策
は
。

　

嘘
詰
め
か
え
容
器
持
参
等
、
努
力

し
て
い
る
市
内
業
者
を
認
定
す
る
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
燃
や
す
ご
み
指
定
収
集
袋

に
カ
ラ
ス
対
策
加
工
を
し
た
ほ
か
集

積
所
収
集
の
一
部
継
続
等
を
行
っ
た
。

　

渦
市
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

取
り
組
み
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

嘘
３
Ｒ
に
取
り
組
む
店
舗
を
広
報

す
る
仕
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

家
庭
ご
み
有
料
化
に
向
け
市
民
が

ご
み
を
減
ら
せ
る
し
く
み
づ
く
り
を

 
質
問　

臼
教
員
向
け
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
研
修
を
行
う
予
定
は
。

　

渦
学
校
と
市
の
関
係
課
が
連
携
し

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
市
の
見
解
は
。

　

嘘
テ
ィ
ー
ン
ズ
相
談
室
ユ
ッ
カ
で

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
応
で
き
る
か
。

教
育
長　

臼
現
在
予
定
は
な
い
が
機

会
を
捉
え
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

対
応
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て
い
く
。

　

渦
学
校
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は

困
難
な
た
め
関
係
課
と
の
連
携
は
欠

か
せ
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

市
長　

嘘
相
談
者
が
悩
ん
で
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
自
由
に
相
談
で
き
る
。

子
ど
も
や
若
者
が
担
う
家
族
介
護
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
国
分
寺
市
の
ぶ
ん
バ
ス
な

ど
近
く
を
走
る
路
線
と
の
連
携
は
。

　

渦
立
川
通
り
沿
い
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
ル
ー
ト
に
組
み
込
み
、

買
い
物
の
足
と
し
て
使
え
な
い
か
。

市
長　

臼
鷹
の
台
駅
西
側
ル
ー
ト
は
、

ぶ
ん
バ
ス
北
町
ル
ー
ト
と
停
留
所
を

共
有
し
て
お
り
市
境
を
越
え
た
移
動

が
で
き
る
。
ま
た
、
民
間
路
線
バ
ス

の
停
留
所
と
接
し
て
い
る
停
留
所
が

あ
り
利
便
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　

渦
利
用
者
等
か
ら
の
要
望
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
継
続
的
な
運
行
へ
の
移

行
を
検
討
す
る
中
で
、
考
え
る
会
と

と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

切
望
さ
れ
る
南
西
部
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
国
の
経
済
分
析
に
対
し
、

市
民
の
置
か
れ
た
現
状
へ
の
認
識
は
。

　

渦
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、

就
学
援
助
の
基
準
を
切
り
下
げ
な
い

こ
と
へ
の
見
解
は
。

　

嘘
給
食
費
の
無
償
化
へ
の
見
解
は
。

　

唄
入
所
介
護
施
設
等
で
の
低
所
得

の
高
齢
者
対
策
拡
充
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
景
気
の
回
復
状
況
が
必
ず

し
も
市
民
の
暮
ら
し
に
浸
透
す
る
ま

で
至
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
長 　

渦
来
年
度
の
就
学
援
助
認

定
基
準
の
変
更
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　

嘘
財
政
負
担
も
含
め
、
市
と
し
て

実
施
す
る
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

平
成　

年
度（　

年
度
）予
算
は
格
差
と

３１

２０１９

貧
困
か
ら
市
民
を
守
る
予
算
に

市
長　

唄
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

 
質
問　

臼
総
合
事
業
が
開
始
し
た
こ

と
で
、
従
来
の
通
所
介
護
を
利
用
で

き
な
く
な
っ
た
人
数
は
。

　

渦
保
険
料
滞
納
者
へ
の
改
善
策
は
。

市
長　

臼
国
基
準
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

へ
移
行
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
資
力
不
足
の
滞
納
者
が
多
い
。

分
割
納
付
や
生
活
保
護
担
当
へ
の
案

内
な
ど
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

 
質
問　

交
付
金
活
用
へ
の
考
え
は
。

教
育
長　

今
後
研
究
し
て
い
く
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
必
要
な
市
民
が

必
要
な
だ
け
受
け
ら
れ
て
い
る
か

国
の
臨
時
特
例
交
付
金
を
活
用
し

小
・
中
学
校
体
育
館
に
冷
暖
房
設
備
を

川
里
春
治
議
員
（
政
和
会
）

小
学
生
の
通
学
の
安
全
と
見
守
り
／

東

部

地

区

の

活

性

化

吉
瀨
恵
美
子
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

家
庭
ご
み
有
料
化
／
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
多
数
回
利
用
／
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
会
）

無
電
柱
化
を
推
進
し
よ
う
／

税
財
源
を
奪
う
諸
施
策
に
歯
ど
め
を

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

協

働

の

推

進

／

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
マ
ル
シ
ェ
構
想

木
村
ま
ゆ
み
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

市
民
を
守
る
来
年
度
予
算
／
介
護
拡
充
／

体
育
館
に
冷
暖
房
設
備
を

山
﨑
と
も
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

子
ど
も
が
担
う
家
族
介
護
／
南
西
部

地
域
に
コ
ミ
タ
ク
を
走
ら
そ
う

カラス対策に黄色の加工を行った燃やすごみ指定収集袋
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質
問　

臼
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー

で
の
手
話
通
訳
者
の
配
置
日
数
を
現

行
の
月
２
日
か
ら
ふ
や
せ
な
い
か
。

　

渦
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
遠

隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
で
き

な
い
か
。

　

嘘
障
害
者
対
象
職
員
採
用
試
験
で

手
話
通
訳
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

唄
発
光
型
掲
示
板
ア
ン
ブ
ル
ボ
ー

ド
の
台
数
を
ふ
や
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
障
が
い
者
支
援
課
職
員
が

補
完
し
対
応
で
き
て
い
る
た
め
、
ふ

や
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

渦
よ
り
よ
い
支
援
推
進
の
取
り
組

み
の
１
つ
と
し
て
研
究
し
て
い
く
。

聴
覚
障
害
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　

嘘
行
っ
て
い
な
い
。

　

唄
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

が
ん
患
者
の
就
労
相
談
事
業
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　

渦
上
水
中
学
校
で
の
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
働
く
こ
と
と
社
会
保
障

の
授
業
に
つ
い
て
、
評
価
と
拡
大
は
。

市
長　

臼
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
長　

渦
労
働
者
の
権
利
等
を
よ

り
身
近
な
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
他
校
に
も
情
報
提
供
す
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
高
齢
者
に
多
い
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

を
防
止
す
る
た
め
に

社
会
保
険
労
務
士
の
知
見
を
活
用
し
て

市
民
の
働
き
方
を
支
え
よ
う

 
質
問　

臼
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考

習
得
に
向
け
た
具
体
的
取
り
組
み
は
。

　

渦
質
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
に
は
小
学
校
現
場
等
と
の
連
携
・

協
働
が
必
要
不
可
欠
だ
が
見
解
は
。

　

嘘
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
楽
し
さ
な

ど
を
味
わ
え
る
題
材
等
で
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
事
前
に
備
え
る
取

り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

臼
考
え
を
論
理
的
に
説
明

し
た
り
、
立
場
等
を
明
確
に
し
て
議

論
す
る
な
ど
の
学
習
活
動
を
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
積
極
的
に
連
携
し
協
力
を
得
る

こ
と
は
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
　

嘘
日
常
の
授
業
の
中
で
対
話
的
な

学
び
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。
具
体
的
な
取
り
組

み
内
容
等
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
武
道
館
廃
止
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
、
廃
止
し
た
後
の
武
道

館
の
今
後
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

渦
廃
止
後
の
跡
地
の
利
用
に
関
し

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
４
月
に
機
能
の

３３

一
部
を
移
転
し
閉
鎖
す
る
。
取
り
壊

し
は
そ
れ
以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

　

渦
将
来
的
に
は
公
園
と
し
て
活
用

す
る
予
定
だ
が
、
当
面
は
財
産
活
用

等
の
観
点
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

花
小
金
井
武
道
館
は
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
観
点
を
踏
ま
え
る
べ
き

 
質
問　

臼
乳
幼
児
期
に
医
療
機
関
や

健
診
で
発
達
支
援
の
必
要
性
を
言
わ

れ
た
際
の
療
育
相
談
、
療
育
機
関
へ

の
つ
な
ぎ
を
ど
う
確
保
す
る
か
。

　

渦
障
害
児
支
援
担
当
部
署
を
児
童

福
祉
担
当
と
し
、
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
の
見
解
は
。

市
長　

臼
乳
幼
児
発
達
健
診
や
心
理

発
達
相
談
を
行
い
、
専
門
医
等
か
ら

言
語
訓
練
事
業
や
療
育
機
関
が
紹
介

さ
れ
る
。
医
療
機
関
か
ら
は
発
達
の

専
門
医
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
。

　

渦
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
や
連
携
の
内
容
を
踏
ま
え
、
連
携

の
体
制
等
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

障

が

い

児

の

教

育

と

福
祉
の
連
携
に
つ
い
て

 
質
問　

臼　

年
度
の
担
当
課
の
職
員

３０

体
制
は
。
標
準
配
置
数
の
充
足
と
有

資
格
者
の
配
置
の
拡
充
は
あ
る
か
。

　

渦
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
の
実

現
等
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
３
人

増
で　

人
。
生
活
保
護
世
帯
数
２
千

２３

４
百　

世
帯
に
対
す
る
標
準
配
置
数

６２

は　

人
の
た
め
充
足
に
至
っ
て
い
な

３０
い
。
全
員
が
社
会
福
祉
主
事
で
あ
る
。

　

渦
個
室
で
の
相
談
や
女
性
相
談
員

配
置
で
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

こ
だ
い
ら
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
る
。

生
活
保
護
制
度
の
利
用
者
を
含
め
た

全
て
の
人
々
に
生
活
保
障
を

 
質
問　

臼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
必
須
事
業
と
し
て
国
が
提

示
し
て
い
る
、
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児

等
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
現
在
の
実
施
状
況
は
。

　

渦
健
康
セ
ン
タ
ー
を
市
の
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
が
市
の
考
え
は
。

市
長　

臼　
年
度
か
ら
の
ゆ
り
か
ご・

２９

こ
だ
い
ら
事
業
の
中
で
実
施
し
て
い

る
。
妊
娠
届
の
提
出
者
を
対
象
に
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
面
談
の
実
施

や
、
助
産
師
、
保
健
師
の
自
宅
訪
問

等
を
通
し
て
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

渦
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の

整

備

に

つ

い

て

ー
の
前
段
階
で
あ
る
ゆ
り
か
ご
・
こ

だ
い
ら
事
業
を
引
き
続
き
進
め
る
と

と
も
に
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に

必
要
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

 
質
問　

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を

地
域
セ
ン
タ
ー
へ
導
入
す
る
見
通
し

は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

の
今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る
中
で
、

シ
ス
テ
ム
導
入
の
必
要
性
等
さ
ま
ざ

ま
な
側
面
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
現

在
、
公
民
館
等
で
導
入
し
て
い
る
公

共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
更
新
時
期

に
合
わ
せ
た
導
入
を
研
究
し
て
い
る
。

地
域
セ
ン
タ
ー
の
予
約
に
も

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
を

 
質
問　

臼
大
沼
町
地
域
の
東
京
街
道

拡
幅
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　

渦
拡
幅
工
事
と
小
平
駅
北
口
地
区

再
開
発
事
業
及
び
都
市
計
画
道
路
３・

４
・　

号
線
の
計
画
は
、
今
後
関
係

１９

し
て
く
る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

市
長　

臼
事
業
者
の
東
京
都
か
ら
、

　

年
度
は
新
小
金
井
街
道
と
の
交
差

３０点
の
西
側
か
ら
七
小
通
り
ま
で
の
約

２
百　

・
６
㍍
の
歩
道
設
置
工
事
等

９７

を
行
い
、
現
在
は
道
路
北
側
部
分
で

工
事
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
い
ず
れ
も
小
平
駅
北
口
周
辺
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
事
業

で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
街
道
は
道
路

大
沼
町
地
域
の
東
京
街
道
拡
幅
工
事
と

小
平
駅
北
口
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
で
も
重
要
な

役
割
を
果
た
す
と
認
識
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
災
害
時
の
公
衆
電
話
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
市
の
認
識
は
。

　

渦
電
気
通
信
事
業
者
と
災
害
協
定

締
結
等
の
連
携
は
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
大
規
模
な
災
害
発
生
時
、

携
帯
電
話
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
中
、

優
先
的
に
利
用
で
き
る
な
ど
有
用
な

通
信
機
器
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
個
別
の
協
定
は
締
結
し
て
い
な

い
が
、
電
気
通
信
事
業
者
を
防
災
会

議
の
委
員
に
任
命
し
、
災
害
時
に
お

け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
に
向
け
て

日
ご
ろ
か
ら
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

公
衆
電
話
の
減
少
と
災
害
時

緊
急
連
絡
等
の
課
題
に
つ
い
て

竹
井
よ
う
こ
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

聴
覚
障
害
者
支
援
／
社
会
保
険

労
務
士
活
用
／
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
防
止

磯
山　

亮
議
員
（
政
和
会
）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
／
花
小
金
井

武
道
館
廃
止
の
方
針
は
撤
廃
を

平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

障
が
い
児
の
教
育
と
福
祉
の
連
携
／

生
活
保
護
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

浅
倉
成
樹
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
拡
大

佐
藤　

充
議
員
（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

大
沼
町
地
域
の
東
京
街
道
拡
幅
工
事
等
／

災
害
時
緊
急
連
絡
等
の
課
題

※
１　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ

サ
イ
ト
と
は

　

競
技
中
継
に
加
え
、
会
場
で

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
、

競
技
体
験
や
装
飾
等
を
複
合
的

に
実
施
す
る
空
間
の
こ
と
。

用
語
の
解

用
語
の
解
説説

 　

本
会
議
や
委
員
会
は
定
員
の
範
囲

内
で
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
市
役
所
７
階
の
議
会
事
務
局
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
会
議
当
日
の
午
前

８
時　

分
か
ら
受
け
付
け
を
し
て
い

３０

ま
す
。
所
定
の
手
続
を
し
て
い
た
だ

い
た
後
、
傍
聴
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
平
市
議
会
で
は
、
本
会

議
場
傍
聴
席
へ
の
磁
気
ル
ー
プ
の
設

置
と
手
話
通
訳
者
の
配
置
を
試
行
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。（
ご
利
用
に
当

た
っ
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。）

　

本
会
議
は
３
月
、
６
月
、
９
月
、

　

月
の
年
４
回
開
催
し
て
お
り
、
開

１２会
時
刻
は
原
則
と
し
て
午
前
９
時
で

す
。
本
会
議
の
日
程
等
詳
し
い
こ
と

は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

市
議
会
を
傍

市
議
会
を
傍
聴聴

し
て
み
ま
せ
ん

し
て
み
ま
せ
ん
かか

 　

小
平
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
議
会
中
継

　

本
会
議
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
。
録
画

映
像
は
会
議
日
の
３
日
後
か
ら
配
信

市

議

市

議

会会

ホ
ー
ム
ペ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジジ

を
開
始
し
、
次
の
定
例
会
の
前
日
ま

で
の
間
、
ご
ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

○
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

　

本
会
議
や
委
員
会
で
の
発
言
は
会

議
録
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
当
シ
ス
テ

ム
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
か
ら
会

議
録
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
市
議
会
だ
よ
り
デ
ジ
タ
ル
版

　

年
４
回
発
行
し
て
い
る
市
議
会
だ

よ
り
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
形
式
で
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　

５
月
、
８
月
、　

月
、
２
月
の
年

１１

４
回
、
目
の
不
自
由
な
方
に
音
声
に

よ
る
市
議
会
だ
よ
り
（
カ
セ
ッ
ト
版

ま
た
は
デ
イ
ジ
ー
版
）
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
議
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

緯
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
６

 
　

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX 音
声
市
議

音
声
市
議
会会

だ

よ

だ

よ

りり

市議会の情報を
メールマガジンでお知らせします

　本会議や委員会の日程、市議会からの
お知らせなどを、メールマガジンで随時
配信しています。ぜひご利用ください。

　（詳細はこちら） 閣

大沼町地域の東京街道拡幅工事の様子



平成３１年（２０１９年）１月２７日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

99

 　

平
成　

年
６
月
、
民
間
有
識
者
で

29

つ
く
る
所
有
者
不
明
土
地
問
題
研
究

会
は
、
平
成　

年
時
点
で
所
有
者
を

28

特
定
で
き
な
い
土
地
が
全
国
で
九
州

本
島
並
み
の
約
４
百　

万
ヘ
ク
タ
ー

10

ル
に
及
び
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と

　

年
に
は
北
海
道
本
島
並
み
の
約
７

２０４０百　

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
す
る
と
の

20 住
民
票
の
除
票
及
び
戸
籍
の

附
票
の
除
票
の
保
存
期
間
の

延
長
を
求
め
る
意
見
書

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

　
　

月
定
例
会
で
は
、
請
願
３
件
を
新
た
に
受
理
し
、
１
件
を
採
択
、
２

１２
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
陳
情
は
１
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執

行
機
関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

採
択
し
た
請
願
は
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
、
意
見
書
欄
に
全

文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

意見書意見書意見書
　１２月定例会では２件
の意見書を可決し、関
係機関へ送付しました。

試
算
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
相
続
登
記
が
な
さ
れ
ず
に

実
際
の
所
有
者
が
把
握
で
き
な
い
土

地
は
さ
ら
に
ふ
え
る
と
見
込
ま
れ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
所
有
者
不
明
土

地
に
よ
る
経
済
損
失
額
は　

年
ま
で

２０４０

に
約
６
兆
円
規
模
に
上
る
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
８
月
に
は
、
こ
の
よ
う

30

な
問
題
の
解
消
の
た
め
、
総
務
省
の

有
識
者
研
究
会
が
、
住
民
票
の
除
票

の
保
存
期
間
を
現
行
の
５
年
間
か
ら
、

戸
籍
と
同
じ　

年
間
と
す
る
提
言
を

150

含
む
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
本
年
の
通
常
国
会
に
お

い
て
、
所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
の

円
滑
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
を

成
立
さ
せ
、
土
地
の
所
有
者
探
索
を

合
理
化
す
る
仕
組
み
と
、
所
有
者
不

明
土
地
を
適
切
に
管
理
す
る
仕
組
み

を
創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
６

月
に
策
定
さ
れ
た
所
有
者
不
明
土
地

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針

や
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
（
骨
太
の
方
針
）　

で
は
、
住
民

２０１８

票
等
の
除
票
の
保
存
期
間
延
長
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
動
産
登
記
簿
で
は
所
有
者
の
特

定
は
住
所
と
氏
名
の
み
で
な
さ
れ
る

た
め
、
住
民
票
の
情
報
が
最
も
重
要

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
住
民
票
の

除
票
及
び
戸
籍
の
附
票
の
除
票
に
つ

い
て
は
、
５
年
を
超
え
た
保
存
は
法

的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
核

家
族
化
や
単
身
独
居
化
が
進
ん
で
い

る
現
在
、
５
年
の
保
存
で
は
転
居
履

歴
を
十
分
に
追
え
ず
、
土
地
等
の
所

有
者
が
不
明
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及

び
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
個
人
情
報

の
保
護
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
住
民

票
等
の
除
票
の
保
存
期
間
を
延
長
す

る
こ
と
で
、
所
有
者
不
明
土
地
だ
け

で
な
く
、
空
き
家
問
題
に
お
け
る
所

有
者
の
特
定
が
一
層
容
易
と
な
る
よ

う
、
次
の
事
項
の
実
現
を
強
く
求
め

ま
す
。

１　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
第　
34

条
第
１
項
に
定
め
る
住
民
票
の
除
票

及
び
戸
籍
の
附
票
の
除
票
の
保
存
期

間
を
、
現
行
の
５
年
か
ら　

年
程
度

150

に
延
長
す
る
こ
と
。

２　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
改
正

ま
で
の
期
間
、
各
自
治
体
に
お
い
て

除
票
等
の
廃
棄
が
進
行
し
な
い
よ
う
、

廃
棄
作
業
を
当
面
凍
結
す
る
よ
う
各

自
治
体
に
通
知
す
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
法
務
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
あ
て

 　

平
成　

年
（　

年
）
３
月
に
起
き

２３

２０１１

た
福
島
第
一
原
発
事
故
の
原
因
は
い

ま
だ
に
不
明
で
、
事
故
収
束
の
目
途

は
立
た
ず
、
事
故
後
既
に
７
年
以
上

を
経
過
し
た
現
在
も
原
子
力
緊
急
事

態
宣
言
は
解
除
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
昨
年
来
、
熊
本
県
、
大
阪

府
、
北
海
道
と
相
次
い
で
大
地
震
が

発
生
し
、
地
震
の
活
動
期
に
入
っ
た

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
日
本
原
子
力
発
電
株
式

会
社
は
、
昨
年　

月
、
茨
城
県
那
珂

１１

郡
東
海
村
に
あ
る
東
海
第
二
発
電
所

（
以
下「
東
海
第
二
原
発
」と
い
う
。）

運
転
開
始
か
ら　

年
を

４０

超
え
た
東
海
第
二
発
電
所

の
運
転
延
長
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

閉
会
中
継
続
審
査
の
請
願
一
覧

請
願
第　

号　

沖
縄
県
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
問
題
を
、
国
民
全
体
の
問

１５

題
と
し
て
、
公
平
、
公
正
に
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
検
討

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

総
務
委
員
会

請
願
第　

号　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
第　

条
第
４
項
家
賃

１４

２５

の
減
免
の
適
用
に
関
す
る
意
見
書
等
の
提
出
に
つ
い
て

環
境
建
設
委
員
会

に
つ
い
て
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
原

子
力
発
電
の
運
転
期
間　

年
制
限
を

４０

超
え
て
、
さ
ら
に　

年
の
運
転
延
長

２０

を
申
請
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は

本
年　

月
７
日
、
こ
れ
を
認
め
ま
し

１１

た
。

　

東
海
第
二
原
発
は
、
３
千
５
百
万

人
が
暮
ら
す
首
都
圏
に
最
も
近
い
原

発
で
、　

㌔
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
は
小

１５０

平
市
も
入
り
ま
す
。
福
島
第
一
原
発

事
故
の
際
に
は
、
約　

㌔
メ
ー
ト
ル

２５０

離
れ
た
小
平
市
で
さ
え
、
基
準
値
を

超
え
る
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
よ
り
近
い
東
海
第
二
原
発
で
過

酷
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
福
島
第
一
原

発
事
故
以
上
の
被
害
を
こ
う
む
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

　

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び

原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
運

転
期
間　

年
ル
ー
ル
は
、
設
計
が
古

４０

い
原
発
の
退
場
を
促
す
た
め
の
規
制

で
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
後
に
強

化
さ
れ
た
安
全
対
策
の
柱
の
１
つ
だ

っ
た
は
ず
で
す
。
東
海
第
二
原
発
は
、

老
朽
化
の
上
に
被
災
し
た
こ
と
で
、

停
止
中
も
放
射
能
漏
れ
等
の
事
故
が

あ
り
、
不
安
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
本
年　

月
末
に
運
転　

年
と
な

１１

４０

る
東
海
第
二
原
発
は
、
こ
の
ル
ー
ル

を
厳
格
に
適
用
す
る
こ
と
が
必
須
で

す
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及

び
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項

を
求
め
ま
す
。

１　

住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
重

要
と
考
え
、
運
転
開
始
か
ら　

年
を

４０

超
え
た
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社

東
海
第
二
発
電
所
の
運
転
延
長
を
行

わ
な
い
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
、
環
境
大
臣
あ
て

 　

新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

市
議
会
の
活
動
を
積
極
的
に
お
知
ら

せ
し
、
議
会
へ
の
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
親
し
み
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
広
聴
広
報
特
別
委
員
一

同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地
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FAX あ
と
が

あ
と
が
きき

「市民と議会の意見交換会」を
開催しました

　市議会では今年度２回目となる意見交換会を開催しました。今回は、市内４会場で各常
任委員会が進めている政策課題調査等に関するテーマについて、市民の皆さんと意見交換
を行いました。
　各会場で多くのご意見をいただきました。ありがとうございました。
 

　意見交換の内容やいただいたご意見、アンケート
結果の詳細については、市議会ホームページ（http 
s://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/）のほか、
市役所７階議会事務局でもご覧いただけます。
　今後も市民の皆さんとの意見交換の機会を定期的
に設けていきます。多くの方のご参加をお待ちして
おります。

１０月２５日（木）「小平市の収入をふやすために〜あなたのアイデアを聞かせてください〜」
（総務委員会班）小川西町中宿地域センター　１９時から　参加者１４人

１０月２６日（金）「小平を食べよう〜小平の食と農をつなぐ〜」
（生活文教委員会班）鈴木地域センター　１９時から　参加者９人

１０月２９日（月）「団塊の世代が７５歳を迎える２０２５年問題について考える〜理解を深める・楽
しく取り組む・みんなで集う〜」
（厚生委員会班）学園東町地域センター　１９時から　参加者２２人

１０月３０日（火）「公園の利活用について〜みんなでつくろう夢公園　パート２〜」
（環境建設委員会班）小川町二丁目地域センター　１９時から　参加者１１人

▲環境建設委員会班の様子

 

１８日　都市基盤整備調査特別委員会（大田区視
察）

１９日　東京都四市競艇事業組合議会行政視察
（千葉県市原市）

２３日　東京都道路整備事業推進大会
２４日　多摩六都科学館組合議会
 東京都四市競艇事業組合議会
２５日　市民と議会の意見交換会
２６日　市民と議会の意見交換会
２９日　市民と議会の意見交換会
３０日　市民と議会の意見交換会
 昭和病院企業団議会臨時会
 東京たま広域資源循環組合議会
３１日　東京都十一市競輪事業組合議会
 

２日　公共施設マネジメント調査特別委員会
（立川市視察）

６日　総務委員会
７日　生活文教委員会（市内視察あり）
８日　厚生委員会
９日　環境建設委員会
１２日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会第

３委員会
１３日　愛知県刈谷市議会議員視察来庁（子ども・

若者計画について、文書質問について）

10　　月

11　　月

１６日　幹事長会議
１９日　小平・村山・大和衛生組合議会
２０日　湖南衛生組合議会
２１日　議会運営委員会
２６日　昭和病院企業団議会
 後期高齢者医療広域連合議会
２７日　１２月定例会初日
 幹事長会議（臨時）
 議会運営員会（臨時）
２８日　１２月定例会２日目（一般質問）
２９日　１２月定例会３日目（一般質問）
３０日　１２月定例会４日目（一般質問）
 

４日　総務委員会
５日　生活文教委員会
６日　厚生委員会
７日　環境建設委員会（市内視察あり）
１１日　広聴広報特別委員会
１３日　幹事長会議
１４日　議会運営委員会
１９日　１２月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
 

１５日　広聴広報特別委員会

12　　月

1　　月

議 会 日 誌
10月18日～1月15日

本会議、委員会、諸会議など

議 会 日議 会 日 誌誌
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